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1. はじめに 

わが国では，1970 年代の高度経済成長期以降，多

くの道路が建設されてきた．しかし，これら道路の

老朽化が進み，道路管理者は老朽化に対応した適切

な維持管理が求められる．近年の地方自治体におい

ては，公共事業費や職員数の削減等，厳しい社会環

境の中，限られた予算と職員で効率的な維持管理を

実施する必要がある 1)．  

そこで，本研究グループでは AASHTO による PSI  

(Present Serviceability Index ) 2)や，MCI(Maintenance 

Control Index)に変わる，舗装路面状況を低コストか

つ簡易に評価することが可能となる，舗装路面簡易

評価システムの開発を行った． 

 

2. 本研究の目的 

まず，開発した舗装路面簡易評価システムの入出

力フローを図-1 に示す 3)．図-１中左側の項目を入

力することで，図-１中右側の出力結果が得られる． 

本研究は，出力項目の内，維持管理計画策定支援

のための「道路管理者用データ」として，電子国土

上に路面評価結果を 1/2500～1/10000000 の縮尺デー

タで表示する手法と，維持管理計画基礎データ把握

のための「現地調査用データ」として，500m 間隔

で作成されている道路台帳附図上に路面評価結果を

表示する手法の 2 つの手法についての検討を行った． 

 

3. 道路管理者用データ作成手法の検討 

まず，道路管理者が路線全体の評価結果を概観す

ることを可能にする為に，国土地理院の電子国土

Web システム上に路面評価結果を表示する手法の検

討を行った． 

電子国土 web システムにおいて，データの読み込

み，表示は XML 形式で記述されている 4)．図-2 の

作成手順に従ってプログラムを作成することで，図

-3 のように電子国土ポータルへの表示が可能とな

った．しかし，この作成手法では XML データを 1

区間作成するために 2～3 時間ほど要する．そこで，

作業の効率化を図るために，Perl 言語を用いて XML

データ作成の自動化処理手法の検討を行った． 

その結果，Perl 言語によって出力された XML ソ

ースに拡張子「．xml」をつけて保存することで，

XML 作成の自動化が可能となることを確認した． 

 

図-1 舗装路面簡易評価システムの入出力フロー 

 

 
図-2 電子国土ポータル表示用 XML データ作成手順 

 

 

図-3 国道 435 号線 1区間舗装要調査箇所出力結果 



  

 

4. 現地調査用データ作成手法の検討 

次に，図-4に道路台帳附図への舗装評価結果の表

示手順を示す．これに従い，GPS から取得した緯度

経度情報を世界測地系座標に変換し，さらに世界測

地系座標を道路台帳附図上の画像座標に変換し，

PDF 編集ソフト(Acrobat X Pro)を用いて道路台帳附

図上に舗装評価結果を表示する手法の検討を行った． 

図-4 道路台帳附図への舗装評価結果の表示手順 

 

まず，Acrobat X Pro の機能を用いて道路台帳附図

の始点終点の画像座標を読み取る．次に，読み取っ

た画像座標と世界測地系座標を図-5 の座標変換用

ファイルに入力することにより，道路台帳附図に対

応する時刻 1 秒毎の座標が出力される．最後に，図

-5 で出力された数値を道路台帳附図にプロットす

ることで図-6の出力結果が得られる． 

現在，山口県土木建築部出先機関では道路施設状

況確認のために，毎日巡回ルートを決め，パトロー

ルを実施している．舗装状況の評価は，巡回時にお

ける車上からの目視や乗り心地といった，担当者の

直感で判断している．つまり，客観的な値に基づい

た舗装診断結果を道路台帳附図に表示した情報が

あれば，巡回時に路面不良個所の見落としが減少し，

効率的に巡回作業を実施できることから，現在の人

員削減環境の中，道路のサービス水準を維持すると

いう観点で有用な資料であるといえる．                                   

 

図-5 座標変換用 Excel ファイル 

 

  

5. まとめ 図-6 道路台帳附図への舗装要調査箇所出力結果 

本研究の成果を以下に示す．  
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